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３ 要 旨 

  イチゴに寄生するナミハダニ（６個体群）、カンザワハダニ（１個体群）を保原町、福島市、棚倉町、相馬市

において採集し、雌成虫に対して６剤、卵に対して２剤の常用濃度における殺虫（卵）効果を調査した。 

(1) ナミハダニの雌成虫に対して、ミルベメクチン水和剤、ビフェナゼート水和剤が高い効果を示した。酸化フ

ェンブタスズ水和剤は福島市の個体群を除き、比較的高い死虫率を示した。クロルフェナピル水和剤は、地

域により効果に大きく差が認められ、福島市、棚倉町の個体群では効果が高かったが、保原町、相馬市の

個体群では低かった。アクリナトリン水和剤、テブフェンピラド乳剤は、全個体群で効果が低かった。 

(2) ナミハダニの卵に対して、エトキサゾール水和剤は福島市の個体群で効果が低く、保原町、相馬市の各

１個体群でも効果がやや低かった。ヘキシチアゾクス水和剤は、全個体群で効果が極めて低かった。 

(3) カンザワハダニに対しては、雌成虫、卵ともに全ての供試薬剤が100％の死虫（卵）率を示し、高い効果

が認められた。


